
１ 序論

南鳥島の位置する北西太平洋海域（第１図）

は，ジュラ紀後期から白亜紀の海底拡大で形成さ

れたもっとも古い海洋底をもつ海域（Nakanishi

et al.１９８９）の一つである．この海域には，Hess

（１９４６）によって発見された平頂海山を始めとし

て，非常に多数の海山が存在し，それらはまとめ

てマーカス・ウェイク海山群と呼ばれている．

マーカス・ウェイク海山群を構成する海山の多く

はおよそ８０－１２０Maの４０Ar／３９Ar放射年代値を

示すが（Koppers et al.,２００３），ハワイ・天皇海山

列に認められるような海山と年代値の規則性が不

明瞭であること，同位体組成が多様であることか

ら，現在の南太平洋域で見られるようなスーパー

マントルプリュームの直上で形成された多数の短

命ホットスポットの集合と考えられている（Kop-

pers et al.,２００３）．

この海域の海山については，Smoot（１９８９，

１９９９）や，Smoot and King（１９９２）等によって，

その３次元的な形状が明らかにされてきたが，こ

れまでの調査は海山周辺に限られていた．また，

海域が東京から約２，０００kmも離れたはるか遠方

に位置しているという地理的要因もあり，あまり

十分な調査が行われてきたとは言いがたい．

海上保安庁は同海域詳細な海底地形を明らかに

するために，１９９８年から２００８年にかけて測量船

「昭洋」・「拓洋」によるマルチビーム音響測深機

を用いた海底地形調査を実施した．これらの海底
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Abstract

Japan Coast Guard has carried out the bathymetric surveys in the eastern sea of the Minami!Tori Shima Island,

North West Pacific Ocean since１９９８to２００８．The precise bathymetric data acquired in these surveys reveal the de-

tails of the submarine topography, and clusters of small conical volcanoes were discovered.

The cluster which is located at southeast of Minami!Tori Shima Island is the largest（８０km x５０km）in this

area. Almost all cones which belong to the cluster are hundred meters in height and less than１０km in diameter.

Considering the size and the shape of the cones, the cones are considered not to be formed by landslide or hotspot.

The morphological characteristics are very similar to petit spot volcanoes near Japan Trench, northwestern Pacific

Plate. More than one cluster are found out on the survey area, therefore there is a possibility that more small cones

cluster exist on（northwestern）Pacific Plate.
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地形調査の結果から，北西太平洋海域には，拓洋

第５海山等の比較的規模が大きな平頂海山や海山

だけでなく，多数の海丘や海底拡大に伴う海底地

形などの存在が確認された（吉田・他，２００１）．

また，それらの高まりの地形的な特徴から，リフ

トゾーンを伴う平頂海山，多数の小海丘から構成

される海山，頂部が平坦な小海丘の３種の大まか

な分類が出来るとした（加藤・吉田，２００５）．

本論文では，同海域の詳細な海底地形調査の結

果を報告するとともに，その結果確認された南鳥

島南東海域に存在する小海丘群に着目し，その成

因について考察した．なお，小海丘群を横断する

地殻構造探査も２００６年から２００７年にかけて実施

されており，それらの概要については，道順・他

（２００８）及び田中・他（２００９）によって報告され

ている．

２ データ及び処理

本論文で使用した海底地形データは，１９９８年

から２００８年までの間，測量船「昭洋」及び「拓

洋」によって実施された大陸棚調査のデータであ

る．海底地形データの取得には，マルチビーム音

響測深機 SEABEAM２１１２使用した．取得された

データに対してノイズ除去を実施した後，０．００１

度間隔（約１１０m間隔）でグリッド化した．ま

た，測線間の未測域及び不良データを除去したた

めに水深データが無い領域については，GMT

（Generic Mapping Tools, Wessel and Smith，

１９９８）の surfaceコマンドを使用して補間した．

補間した海域については，第３図及び第４図にお

いて白くマスクをかけて補間領域が認識できるよ

うにした．

反射強度データについては，マルチビーム音響

測深機データ処理ツール（MB−SYSETM）を用

いて，角度の補正及び地形の補正を施した．ま

た，測量船の直下のデータは正しい計測ができな

いため削除した．

３ 結果

得られた海底地形図を第２図・第３図（等深線

図）及び，地形の傾斜の大きさを第４図で示し

た．同海域の大洋底は水深５，５００－６，０００mであ

り，傾斜はおおむね３度以下の平坦な海域となっ

ている．

同海域に位置する海山や海丘を，海山の形状と

比高・直径から A）平頂海山，B）海山，C）丸

い海丘，D）なだらかな高まり，E）小海丘群，

の５つに分類し，それぞれ典型的な例を第５図に

示した．これらの特徴を更に詳細に記載する．

A）平頂海山（第５図 A）

比高４，０００－４，５００m程度で，幅１０km以上の

平坦な山頂，海山の直径は大きいものでは１５０

km，小さいものでも３０km程度である．山腹域

には１５度以上の傾斜を伴い，一部の平頂海山の

山頂域には山体崩壊に伴う馬蹄形の急崖（角度

３０度以上）も認められる．また，リッジ状の地

形が海山から伸びているものも見受けられる．

B）海山（第５図 B）

比高は１，０００m以上で直径は１０km以上の海

山で，幅１０km以上の平坦な山頂をもたないも

のである．山腹域に１５度以上の傾斜を伴ってい

る．

Fig．１ The Index map for the survey lines. The rectan-

gle indicates the study area.
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C）丸い海丘（第５図 C）

比高が１，０００m程度で直径は数 km程度，平坦

な山頂を持ち，丸い外形が特徴的である．複数の

海丘が結合し２０km程度の列を成しているもの

もある．

D）なだらかな高まり（第５図 D）

東経１５５°５５′北緯２５°１０′に存在するもので，

直径３０km，比高は１，０００m程度で，同海域の海

山・海丘と比較して斜度５度以下と傾斜が緩やか

である．その比高と比較して高まりの直径が非常

Fig．２ The bathymetric map. A : Guyot, B : Seamount except Guyot, C : Sea knoll with about１，０００m in height and

flat hilltop, D : Wide sea bottom high of very low gradient, E : Small cone cluster with hundred meters in height

and less than１０km in diameter. Asterisks（＊）indicate the feature which is picked up at Fig．５．The area en-

closed in black rectangle is the area focused in Fig．６，７，and８.

Submarine topography in the east sea to the Minami!Tori Shima Island, North West Pacific Ocean.
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に大きいことが特徴である．

E）小海丘群（第５図 E－１，E－２）

小海丘群は比高数１００m，傾斜分布が１５度以

上の小さな高まりであり，小海丘が密集して存在

している．小海丘群は南鳥島の南東，東経１５５°

００′北緯２３°３０′（第５図 E－１）と東経１５７°００′

北緯２４°３０′（第５図 E－２）において確認でき

る．南鳥島の南東に位置する小海丘群は８０km x

５０kmの範囲に分布している．

南鳥島の南東に位置する小海丘群付近を拡大し

た地形図（第６図），傾斜分布図（第７図），及び

反射強度図（第８図）から，小海丘群の大きさは

比高が数１００m，直径数 kmから１０km程度であ

り，小海丘群の周辺には反射強度の強い海底面が

Fig．３ The contour line map. The white masked area is interpolated area.
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分布している．

４ 考察

南鳥島の南東に存在する小海丘群は，同海域の

スーパーマントルプリュームの直上で形成された

ホットスポット（Courtillot et al.２００３）によって

生成されたと考えられる平頂海山・海山が，比高

４，０００m程度，直径が数１０km以上の規模を持つ

ことと比較すると，比高が数１００m，直径数 km

から１０km程度と小さく，小海丘群とホットス

ポット火山は成因を異にしていることを示唆して

いる．

この小海丘群は，ハワイオアフ島北東部の北東

部に見られる，Nuuanu山体崩壊やWailau山体

Fig．４ The gradient map. The white masked area is interpolated area.

Submarine topography in the east sea to the Minami!Tori Shima Island, North West Pacific Ocean.
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Fig．５ Examples of undersea features. A : Guyot, B : Seamount except Guyot, C : Sea knoll with about１，０００m in

height and flat hilltop, D : Wide sea bottom high with very low gradient, E : Small cone cluster with hundred

meters in height and less than１０km in diameter（E－１：Southeast of Minami−Tori Shima Island, E－２：North

of Tayama Guyot）.
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崩壊（Moore，１９８９）によって見られる流れ山と

も成因が異なると考えられる．ハワイ島北東部の

山体崩壊に伴うブロック（流れ山）は，比較的大

きなブロックが山体崩壊の開始点から近い距離に

存在し，開始点からの距離に従って，ブロックの

規模が小さくなる（第８図，第９図）．一方，南

鳥島南東の小海丘群は，近傍の海山の周辺に大規

模な山体崩壊のブロックが見られず，海山から

２０km程度の距離の地点から海丘が発達してい

る．

また，ハワイでの山体崩壊ブロックの形状を調

査した結果，ブロックの長軸方向は Nuuanu山体

崩壊では北西南東方向，Wailau山体崩壊では東

西方向が卓越している（Smith et al.,１９９９）．この

方向は山体崩壊の進行方向と直交する方向に該当

する．一方，南鳥島南東方の小海丘群を構成する

個々の海丘は，多くの場合，円錐状の形状を示

し，特定の方向性を示さない．

南鳥島の小海丘群は，地形的特長から日本海溝

付近の北西太平洋上で見つかったプチスポット火

山と類似点が多い．プチスポット火山の特徴は，

火山が単成火山と考えられ，山体の直径は数

km，比高は数百m（Hirano et al., ２００１，２００６，

２００８）であり，今回の小海丘群とほぼ等しい．プ

チスポット火山の周辺には，火山から噴出された

溶岩によって高い反射強度が観測されているが

（Hirano et al.,２００６），今回の小海丘群においても

同様の観測結果が得られている．特に，１５４°４３′

E，２３°４４′N及び１４５°５０′E，２３°２８′Nに位置す

る小海丘からは，海丘から東北東方向に反射強度

の強い分布が広がっている様子が確認できる（第

８図）．

ただしプチスポット火山との相違点もいくつか

見られる．プチスポット火山は海溝の手前のアウ

ターライズ域におけるひずみによって形成される

（Hirano et al.,２００６）と考えられているが，今回

の小海丘群はアウターライズより更に海溝から遠

い場所に位置している．また，海丘の分布密度

も，Hirano et al.（２００６）で発見されたプチス

ポットでは３７km x３７km当たり数個の海丘であ

Fig．６ The precise bathymetric map around the small

cone cluster at Southeast of Minami−Tori Shima Is-

land.

Fig．７ The precise gradient map of Fig．６.

Fig．８ The precise backscatter mosaic map of Fig．６．

Blue lines mean Isobath lines. Contour interval is

１００m. The red circles indicate high reflectivity

area.

Submarine topography in the east sea to the Minami!Tori Shima Island, North West Pacific Ocean.
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るのに対し，今回の調査範囲では，８０km x５０km

の範囲に数十個存在している．

分布密度の点においては，に報告されたチョコ

チップ海丘群と類似している．チョコチップ海丘

群は福島県沖の日本海溝海側斜面に位置するプチ

スポット群で，８０km x９０kmの範囲に数十個程

度存在し（阿部・他，２００８），今回の小海丘群と

規模・密度の面では調和的である．

今回の調査海域には，同様な小海丘群が他にも

確認でき，また今回の調査海域に限らず小笠原海

台の北部（春日・他，１９９５，Tsuji et al.,２００７）で

も見受けられることから，この様な小海丘群が北

西太平洋プレート上で散見される可能性を示唆し

ている．

５ 結論

今回の研究から，南鳥島東方海域の詳細な海底

地形が明らかとなった．詳細な海底地形は，今後

同海域を調査する際の基礎的な資料として活用さ

れることが期待される．また，南鳥島南東におい

て確認された小海丘群は，比高が数１００m，直径

数 kmから１０km程度，反射強度の強い海底面

を持ち，その地形的特長から，地すべりによる流

れ山やホットスポット火山によるものとは考えに

くい．その成因について明らかにするためには，

岩石学的検証が必要であり，火山岩の年代・化学

組成を明らかにし，本海域の他の主要な海山との

時間空間的な関係の解明，小海丘群の火山活動の

場の復元，マグマの起源についての検証が不可欠

である．
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には，ハワイ大学の SOEST（School of Ocean and

Earth Science and Technology）の HPにおいて公

開されている５０mグリッドデータを使用いたし

ました．記して感謝いたします．

要 旨

１９９８年から２００８年にかけて海上保安庁は北西

Fig．９ The Bathymetric map around the landslide area

at the northeast of Oahu Island, Hawaii. Bathymet-

ric data was down−sampled to０．００１degree grid

from５０m grid, SOEST.

Fig．１０ The gradient map around the landslide area at

the northeast of Oahu Island, Hawaii.

Mitsuhiro OIKAWA, Taisei MORISHITA

－ 20－

／【Ｌ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新高速／海洋情報部研究報告（カラー）／第４５号／本文／２　北太平洋（及川ほか）２ 2009.04.03 18.3



太平洋・南鳥島東方海域において海底地形調査を

実施した．得られた海底地形データより詳細な海

底地形が得られ，また，南鳥島の南東において小

海丘群が見つかった．この小海丘群は，比高が数

１００m，直径は数 kmから１０km程度と小さく，

また形状は円錐状のものが多い．これら小海丘群

の成因については，その特徴から，ホットスポッ

ト，地すべりによる流れ山によるものとは考えに

くく，日本海溝付近の北西太平洋上で見つかった

プチスポットと類似点が多い．これらの小海丘群

は本調査海域で複数見つかっており，北西太平洋

プレート上に散見される可能性がある．
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